
はだしで　どろんこ　おおはしゃぎ♪
（６月15日　どろんこ運動会・たんぽぽ子どもの家）

平成 27 年 8月号　No.65

今月のみどころ
・�北新町 1 号線交差点につい
て
・�子ども医療費の助成対象年齢
を拡大

【くらしのカレンダー】
・町営住宅入居者募集
・児童扶養手当について



◆
実
施
す
る
交
差
点
の
場
所

　
北
新
町
1
号
線
交
差
点
（
富
士
川

病
院
西
）
は
、
児
童
・
生
徒
の
通
学

路
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
登
下
校
時

や
通
勤
時
間
帯
を
中
心
に
多
く
の
車

両
が
通
行
し
ま
す
。

　
信
号
機
の
な
い
広
い
交
差
点
で
、

東
西
方
向
の
町
道
北
新
町
1
号
線
に

一
時
停
止
が
あ
る
も
の
の
優
先
関
係

が
わ
か
り
に
く
く
、
出
合
い
頭
の
事

故
が
発
生
し
て
い
る
交
差
点
で
す
。

北
新
町
１
号
線
交
差
点（
富
士
川
病
院
西
）が

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

環状交差点（ラウンド
アバウト）施工場所

▼現在の交差点

　

町
で
は
、
町
道
北
新
町
1
号

線
と
町
道
新
道
線
と
の
交
差
部

を
円
形
の
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ

ン
ド
ア
バ
ウ
ト
）に
改
良
し
て
、

安
全
・
安
心
に
利
用
で
き
る
道

路
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

富
士
川
病
院

甲
西
道
路

町有住宅鰍沢団地
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◆
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
）
と
は
？
【
左
図
参
照
】

・�

信
号
の
な
い
、
丸
い
形
を
し
た
交

差
点
の
こ
と
で
す
。

・�

環
道
と
い
わ
れ
る
丸
い
部
分
を
走

行
す
る
車
両
の
通
行
が
優
先
さ

れ
ま
す
。

・�

交
差
点
に
入
る
車
両
は
、
環
道
を

通
行
す
る
車
両
を
確
認
し
て
か

ら
左
折
し
、
時
計
回
り（
右
回
り
）

に
進
み
ま
す
。

◆
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
）
の
イ
メ
ー
ジ
写
真

◆
環
状
交
差
点
（
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ

ト
）
の
主
な
メ
リ
ッ
ト

・�

通
行
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
に
よ
っ

て
交
差
点
を
通
過
す
る
車
両
の

速
度
が
抑
制
さ
れ
る
た
め
、
交
差

点
内
で
事
故
が
発
生
し
て
も
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

・�

信
号
待
ち
が
な
く
な
り
、
Co2
排
出

量
が
削
減
さ
れ
ま
す
。

・�

災
害
発
生
時
や
停
電
時
に
も
、
信

号
に
頼
ら
ず
円
滑
な
通
行
が
で

き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
土
木
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

静岡県焼津市提供　　山の手環状交差点

横断歩道

エプロン

環道

分離島

中央島

流出入部

流出部

流入部

優先
（時計回り）

外径

導入前

導入後

（3）平成 27. 8 月号　No.65



非常勤職員および代替調理員募集のご案内

叙
勲
受
章
者
の
ご
紹
介

　
6
月
15
日
、
山
梨
県
庁
知
事
室
に

お
い
て
、叙
勲
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

富
士
川
町
か
ら
1
名
が
受
章
さ
れ
ま

し
た
。

◆
旭
日
単
光
章

　
小
林　
　
昭　
氏
（
小
林
）

　

増
穂
町
議
会
議
員
を
三
期
歴
任

し
、
町
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
、
米
寿
に
あ
た
り
受

章
さ
れ
た
も
の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
ご
紹
介

　

7
月
1
日
付
で
石
坂
正
継
さ
ん

（
最
勝
寺
）が
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁

護
委
員
の
委
嘱
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
人
権
を
尊
重
し
、
明
る
い
社
会

を
つ
く
る
た
め
、
人
権
問
題
な
ど
の

相
談
に
応
じ
る
活
動
を
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

◆
募
集
種
目

　
航
空
学
生
、
一
般
曹
候
補
生
、
自

衛
官
候
補
生
、
自
衛
官
候
補
生
（
看

護
）、防
衛
大
学
校
学
生
、防
衛
医
科

大
学
校
医
学
科
学
生
、
防
衛
医
科
大

学
校
看
護
学
科
学
生
（
自
衛
官
候
補

看
護
学
生
）

※
資
格
・
要
件
な
ど
、
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
8
3
―
5
1
5
0

　
自
衛
隊
山
梨
地
方
協
力
本
部
募
集
課

　
☎
0
5
5
―
2
5
3
―
1
5
9
1

非常勤職員および代替調理員募集のご案内
町では、簡易水道の検針員を次のとおり募集します

◆業務内容	 簡易水道検針員（2か月に1度で1件につき65円）
◆採用人員	 1名
◆資　　格	 町内在住で、概ね60歳までの身体健康な方
	 （要普通運転免許）
◆採用期間	 平成27年9月1日から平成28年3月31日まで
◆選考方法	 面接
◆申込期間	 7月27日（月）〜8月17日（月）
◆申し込み先	 履歴書を上下水道課へ提出してください。

●勤務条件についてお問い合わせ
　上下水道課　簡易水道担当　☎22−7204

学校給食における代替調理員の登録者を募集します

　教育委員会では、次のとおり町内小中学校に勤務する代替調理員
の登録者を募集します。調理員が休暇の日に、代わって勤務してい
ただきます。
◆職　　種	 学校給食調理業務
◆資　　格	 町内在住で年齢65歳までの身体健康な方
◆募集期間	 7月24日（金）〜8月24日（月）
◆勤務条件
・勤務場所	 町内小中学校
・勤 務 日	 給食実施日で学校から要請のある日（月に3日程度）
・勤務時間	 1日7時間45分（学校により時間帯が異なります）
・賃金日額	 6,450円
◆登録方法	 �履歴書を教育総務課　総務学校担当へ提出してくださ

い。

●お問い合わせ
　教育総務課　総務学校担当　☎22−5361

自
衛
官
募
集

自
衛
官
募
集
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や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

は
、
協
賛
店
舗
で
応
援
カ
ー
ド
を
提

示
す
る
と
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
る
事
業
で
す
。

　
対
象
は
、「
県
内
の
18
歳
未
満
の
子

ど
も
ま
た
は
妊
婦
が
い
る
す
べ
て
の

子
育
て
家
庭
」
に
な
り
ま
す
。

　
交
付
を
受
け
る
場
合
は
、
対
象
と

証
明
で
き
る
書
類
（
保
険
証
・
母
子

手
帳
な
ど
）
を
持
参
の
う
え
、
子
育

て
支
援
課
に
て
受
け
取
り
と
な
り
ま

す
。

　
平
成
25
年
10
月
ま
で
に
交
付
さ
れ

た
や
ま
な
し
子
育
て
応
援
カ
ー
ド

は
、
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
カ
ー

ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
子
育
て
支
援

課
に
て
新
し
い
カ
ー
ド
を
お
渡
し
し

ま
す
。

　
6
月
の
児
童
手
当
受
給
者
に
対
し

（
特
例
給
付
受
給
者
は
対
象
外
）、
子

育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
（
対
象

児
童
1
人
に
つ
き
3
，0
0
0
円
）の

支
給
申
請
の
受
け
付
け
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
る
方
は
、
現
況
届
と
一
体
型
の
申

請
書
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
公
務
員

な
ど
職
場
か
ら
児
童
手
当
を
支
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
勤
務
先
か
ら
児
童

手
当
の
受
給
証
明
を
受
け
て
子
育
て

支
援
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
受
付
期
間

　
9
月
1
日
（
火
）
ま
で

※
申
請
受
付
期
間
以
降
は
、
申
請
書

を
受
理
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
　
申
請
は

　
　
　
　
お
早
め
に
‼

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
支
援
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

　
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

図
る
た
め
、
満
18
歳
に
到
達
し
た
最

初
の
3
月
31
日
ま
で
助
成
対
象
年
齢

を
拡
大
し
ま
す
。
適
用
は
、
平
成
27

年
10
月
診
療
分
の
医
療
費
か
ら
と
な

り
ま
す
。

　
対
象
の
方
に
は
8
月
上
旬
に
通
知

書
と
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
通
知
書
を

確
認
の
う
え
、
期
限
内
に
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
、
医
療
費
受
給
資
格
者
証
の

あ
る
子
ど
も
は
手
続
き
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、保
険
証
な
ど

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
届
け
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。）

　
9
月
下
旬
に
年
齢
拡
大
し
た
受
給

者
証
を
送
付
し
ま
す
。

【
医
療
機
関
を
受
診
す
る
場
合
】

　
窓
口
に
「
健
康
保
険
証
」
と
「
医

療
費
受
給
資
格
者
証
」
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
健
康
保
険
が
適
用
さ
れ
る

は
り
、
き
ゅ
う
、
柔
道
整
復
師
、
補

装
具
な
ど
の
購
入
お
よ
び
窓
口
無
料

化
対
象
外
の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち

の
方
は
、
窓
口
で
は
無
料
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
機
関
の
領

収
書
を
添
付
し
て
、
子
育
て
支
援
課

へ
償
還
払
い
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、
保
険
適
用
外
の
医
療
費
は

無
料
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
医
療
費
の

助
成
対
象
年
齢
が
拡
大
し
ま
す
。

や
ま
な
し
子
育
て

応
援
カ
ー
ド
に
つ
い
て

子
育
て
世
帯

臨
時
特
例
給
付
金
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
？

10月から
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
へ

75
歳
以
上
の
方
へ

　
現
在
お
使
い
の
保
険
証
は
、
7
月

31
日
で
使
用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

新
し
い
保
険
証
（
さ
く
ら
色
）
を
郵

送
し
ま
す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
ま

し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確
認
い
た

だ
き
、
現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
薄

紫
色
）
と
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。
現

在
お
使
い
の
保
険
証
は
、
8
月
1
日

以
降
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
は

さ
み
な
ど
で
細
か
く
切
る
な
ど
し
て

処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
保
険
料
を
完
納
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
有
効
期
限
が
短
い
保
険

証
を
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
」
を
お
持
ち
の
方
へ

　

保
険
証
と
同
じ
く
、「
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
も

8
月
1
日
で
切
り
替
え
に
な
り
ま
す
。

　
前
年
度
に
続
き
、
今
年
度
も
適
用

要
件
に
該
当
す
る
方
は
新
し
い
認
定

証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
現
在
お
使

い
の
認
定
証
と
交
換
し
て
く
だ
さ

い
。
認
定
証
の
色
は
昨
年
と
同
じ
薄

緑
色
で
す
。

　
交
換
の
際
は
、
有
効
期
限
を
十
分

に
確
認
し
、
古
い
認
定
証
を
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
現
在
の
認
定
証
、
受
療
証
の
有
効

期
限
は
平
成
27
年
7
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。
引
き
続
き
交
付
を
受
け

た
い
方
は
、
8
月
中
に
役
場
本
庁
舎

町
民
生
活
課
窓
口
に
て
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
持
ち
物
：
保
険
証
、
印
鑑

　
　
　
　
　

‌�

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

　
新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
記
載
内

容
を
確
認
し
、8
月
1
日
か
ら
被
保
険
者
証
と
一
緒
に
医
療
機
関
窓
口
へ
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
は
、は
さ
み
で
細
か
く
切
る
な
ど

し
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
か
ら
74
歳
の
方
へ

国
民
健
康
保
険
高
齢
者
受
給
者
証
が

8
月
に
更
新
さ
れ
ま
す
。

【負担割合の基準】平成26年中の所得で判定

内　　　　　　　容 負担割合

一　　般 現役並み所得者、区分Ⅱ、区分Ⅰ以外の方

2割
（注 1）低所得者

Ⅱ 世帯主および国保加入者が住民税非課税世帯
の方（低所得Ⅰ以外の方）

Ⅰ
世帯主および国保加入者が住民税非課税で、
その世帯の各所得が必要経費・控除（年金の
所得は控除額を 80万円として計算）を差し
引いたときに 0円となる方。

現役並み
所得者

住民税課税標準額が 145 万円以上の国保加
入者とその世帯の国保加入者の方
※�単身世帯で年収 383万円未満、国保加入者
と同一世帯に 70 歳から 74 歳の方がいる
世帯または国保加入者が2人以上いる世帯
で年収 520 万円未満の方は、届け出れば
「一般」の区分となります。

3割

（注 1）平成 26年 4月 1日以前に 70歳になった方は特例措置により 1割

75
歳
以
上
の
方
へ

後
期
高
齢
者

医
療
保
険
証

更
新
の
お
知
ら
せ

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」

「
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
」

を
お
持
ち
の
方
へ

　
新
し
い
保
険
証
を
7
月
下
旬

に
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　
8
月
1
日
か
ら
さ
く
ら
色
の

保
険
証
を
お
使
い
く
だ
さ
い
。
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もうすぐスタート！ 暮らしに役立つ新制度

マイナンバー
社会保障・税番号制度

Vol.3
マイナンバーとは1人に1つずつ番号が配布され
る新制度です。
今回はマイナンバーがいつ必
要になるのかを詳しくご紹介
します！

●制度に関するお問い合わせ　全国共通ナビダイヤル　☎0570−20−0178
　　　　　　　　　　　　　　企画課企画担当　　　　☎22−7216

Q．マイナンバーが必要なのはいつ？
A．平成28年 1月から、社会保障・税・災害対策の行政手続きでマイナンバーが必要になります

・年金の資格取得や確認、給付
・雇用保険の資格取得や確認、給付
・医療保険の給付請求
・福祉分野の給付、生活保護　など

・�税務当局に提出する確定申告書、
届出書、調書などに記載
・税務当局の内部事務　など

・被災者生活再建支援金の支給
・被災者台帳の作成事務　など

マイナンバーは社会保障・税・災害対策分野の中でも、法律や地方公共団体の条例で定められた行政手続きにしか
使えません。
※�社会保障・地方税・災害対策に関する事務やこれらに類する事務で、地方公共団体が条例で定める事務にマイナ
ンバーを利用することができます。

例えば、こんなときに使います

毎年6月の児童手当の現況届の際に町にマイナンバーを提示します

厚生年金の請求の際に年金事務所にマイナンバーを提示します

源泉徴収票などに記載するため、勤務先にマイナンバーを提示します
※�勤務先は、従業員やその扶養家族のマイナンバーおよび提出者のマ
イナンバーまたは法人番号を源泉徴収票などに記載して税務署や町
に提出します

法廷調書などに記載するため、証券会社や保険会社などにマイナン
バーを提出します
※�証券会社や保険会社は、顧客および提出者のマイナンバーまたは法
人番号を法廷調書に記載して税務署に提出します
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富
士
川
町

防
災
訓
練
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

　
防
災
訓
練
は
参
加
す
る
こ
と
に
よ

り
、
消
火
や
炊
き
出
し
な
ど
、
技
術

的
な
こ
と
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
、
日
常
で
は
気
が
付

か
な
か
っ
た
点
や
、
改
善
点
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
を
発
見
で
き
る
機
会

で
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
皆
さ
ん
と「
共
助
」

の
精
神
で
、
連
携
を
密
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、地
域
の
防
災
力
が
高
ま
り
、

災
害
時
の
防
災
・
減
災
に
大
き
な
効

果
を
発
揮
し
ま
す
。
地
域
の
防
災
訓

練
へ
積
極
的
に
参
加
し
て
、
ご
近
所

同
志
で
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
に
し
ま

し
ょ
う
。

緊
急
速
報「
エ
リ
ア
メ
ー
ル
」

配
信
訓
練
の
お
知
ら
せ

　
町
で
は
、
避
難
勧
告
な
ど
の
緊
急

性
の
高
い
災
害
・
避
難
情
報
を
町
内

の
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
お
届
け
す
る
た
め
に
、
N
T
T

ド
コ
モ
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」と
a
u（
K
D
D
I
）

お
よ
び
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
が

提
供
す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
を

導
入
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
8
月
30
日
（
日
）

実
施
の
総
合
防
災
訓
練
で
緊
急
速
報

メ
ー
ル
の
配
信
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
実
際
の
災
害
と
お
間
違
え
の
な
い

よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
訓
練
日
時

　
8
月
30
日
（
日
）

　
午
前
8
時
30
分
〜

◆
配
信
文

【
訓
練
】

　
避
難
指
示

【
訓
練
】

　
こ
ち
ら
は
富
士
川
町
で
す
。
富
士

川
町
内
で
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
た
だ
ち
に
、
安
全
な
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
今
後
の
情
報
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、【
訓

練
】
で
す
。
実
際
の
災
害
時
に
は
身

の
安
全
を
確
保
し
適
切
な
情
報
に
基

づ
き
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

�

富
士
川
町
防
災
課

◆
注
意
事
項

　
富
士
川
町
に
隣
接
す
る
市
町
の
一

部
で
も
受
信
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
受
信
で
き
な

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○�

携
帯
電
話
の
電
源
が
オ
フ
に
な
っ

て
い
る

○
携
帯
電
話
が
圏
外
に
な
っ
て
い
る

○
通
話
中
・
通
信
中

●
お
問
い
合
わ
せ

　
防
災
課　
防
災
担
当

　
☎
22
―
7
2
1
8

身
を
守
る
！

「
住
ま
い
の
耐
震
化
」
補
助
に
つ
い
て

　
近
年
、
大
地
震
の
懸
念
が
高
ま
っ

て
お
り
、
早
急
な
防
災
対
策
が
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と

き
、
大
事
な
家
族
を
地
震
か
ら
守
る

た
め
、
住
ま
い
の
耐
震
化
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事

業
費
補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、

積
極
的
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
対
象
要
件
〉

①�　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ

れ
た
既
存
木
造
住
宅
に
つ
い
て

行
う
耐
震
改
修
工
事
に
係
る
費
用
。

②�　
木
造
住
宅
耐
震
診
断
の
結
果
、

総
合
評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ

れ
た
既
存
木
造
住
宅
の
う
ち
、
昭

和
45
年
12
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て
、
高

齢
者
世
帯
が
行
う
耐
震
性
向
上

型
改
修
工
事
に
係
る
費
用
。
た
だ

し
、
総
合
評
点
を
0.3
以
上
向
上
さ

せ
る
も
の
と
す
る
。

〈
補
助
額
〉

　
対
象
経
費
の
3
分
の
2
以
内
、
か

つ
、
80
万
円
を
限
度
と
す
る
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
建
設
課　
住
宅
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
3

総
合
防
災
訓
練8月

30
日（
日
）

※
各
区
の
防
災
訓
練
は
、
別
日
で
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
時
・

詳
細
な
ど
は
、
各
区
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

防
災
対
策
は
入
念
に
し
ま
し
ょ
う

防
災
対
策
は
入
念
に
し
ま
し
ょ
う
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近
年
、
緊
急
性
が
な
い
の
に
救
急

車
を
要
請
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

お
り
、
救
急
搬
送
し
た
傷
病
者
の
う

ち
入
院
の
必
要
が
な
い
軽
症
者
の
割

合
が
38
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
例
】

　
足
を
ね
ん
ざ
し
た

　
指
を
け
が
し
た

　
酒
に
酔
っ
て
気
持
ち
が
悪
い

な
ど

　
救
急
出
動
が
重
な
っ
た
場
合
に
は

管
轄
外
の
別
の
消
防
署
か
ら
の
出
動

と
な
り
、
現
場
到
着
ま
で
に
時
間
を

要
し
、
本
当
に
緊
急
性
の
あ
る
傷
病

者
へ
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
自
分
で
病
院
に
行

け
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク

シ
ー
な
ど
救
急
車
以
外
の
公
共
交
通

機
関
な
ど
を
利
用
し
、
医
療
機
関
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
時
の
判
断
に
活
用

し
て
い
た
だ
く
た
め
、
救
急
車
利
用

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、峡
南
消
防
本
部
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
救
急
車
の
利
用
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
消
防
本
部

　
☎
0
5
5
―
2
7
2
―
1
9
1
9

　
山
梨
県
は
平
成
26
年
中
の
救
急
車

出
動
件
数
増
加
率
が
前
年
比
4
・

9
％
で
全
国
1
位
で
し
た
。（
峡
南
消

防
本
部
の
増
加
率
は
前
年
比
6
・

2
％
で
し
た
。）

峡
南
消
防
本
部
管
内
（
富
士
川
町
・

市
川
三
郷
町
・
早
川
町
・
身
延
町
・

南
部
町
）

平
成
26
年

救
急
出
動
件
数�

2
，4
7
8
件

（
平
成
25
年
よ
り
1
4
4
件
の
増
加
）

搬
送
人
員�

2
，3
1
7
人

（
平
成
25
年
よ
り
1
1
3
人
の
増
加
）

　
救
急
出
動
件
数
、
搬
送
人
員
と
も

年
々
増
加
傾
向
で
す
。

　
峡
南
消
防
本
部
管
内
は
、
面
積
が

広
く
、
ま
た
管
内
の
医
療
機
関
の
状

況
や
町
民
の
皆
さ
ん
の
医
療
機
関
受

診
状
況
な
ど
に
よ
り
、
管
外
へ
の
搬

送
が
全
搬
送
件
数
の
43
％
と
多
く
、

1
件
あ
た
り
の
出
動
時
間
が
長
い
た

め
、
救
急
車
が
消
防
署
に
待
機
し
て

い
な
い
状
況
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

北
部
消
防
署
か
ら
の
お
願
い

尊
い
命
を
救
う
た
め
、救
急
車
の

適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

緊急搬送程度別割合

軽症
38％

中等症
47％

重症
11％

死亡
4％

傷
病
者
の
様
子
や
事
故
状
況

を
み
て
緊
急
を
要
す
る
場
合

に
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通

報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

救
え
る
は
ず
の
命
が
救

え
な
く
な
る
お
そ
れ
が

あ
り
ま
す
。
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第
6
回

ふ
れ
あ
い
ラ
ジ
オ
体
操
会

◇
日
時　
8
月
2
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
6
時
15
分
集
合

　
　
　
　
午
前
6
時
30
分
開
催

◇
会
場　
利
根
川
公
園
ス
ポ
ー
ツ
広

場
・
鰍
沢
小
中
学
校
校
庭
・
中
部
運

動
場
・
五
開
運
動
場

※
お
近
く
の
会
場
へ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◇
主
催　
教
育
委
員
会
・
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会

●
お
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
☎
22
―
5
3
6
1

サ
ポ
ス
テ
移
動
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
若
者
の
就
職
支
援
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
就
職
活
動
に
お
悩
み
の
方
、

ぜ
ひ
相
談
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
8
月
27
日
（
木
）
午
後
1

時
〜
4
時

◇
会
場　
鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
2
階

子
育
て
支
援
室

◇
対
象
者　
15
歳
〜
39
歳
の
方
と
そ

の
家
族

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
☎
0
5
5
―
2
3
0
―
2
2
3
9

※
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
前
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

2
0
1
5

峡
南
の
夏
ま
つ
り

　
広
大
な
芝
生
広
場
や
建
物
壁
面
な

ど
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
「
光
の
切
り
絵
」
を
投
影
。
園
内

中
が
幻
想
的
な
光
に
包
ま
れ
る
一
夜

限
り
の
宵
祭
り
で
す
。

◇
日
時　
8
月
22
日
（
土
）
午
後
3

時
〜
9
時

　
開
会
式
5
時
30
分

　
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
5

時
30
分
〜
7
時
30
分

◇
場
所　
富
士
川
ク
ラ
フ
ト
パ
ー
ク

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
の
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
☎
0
5
5
6
―
62
―
4
1
1
1

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路

無
料
で
通
行
で
き
ま
す

　
11
月
30
日
ま
で
山
梨
県
と
埼
玉
県

を
結
ぶ「
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
」

（
国
道
1
4
0
号
）の
通
行
料
金
が
全

車
種
（
自
転
車・歩
行
者
通
行
不
可
）

を
対
象
に
無
料
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
観
光
ル
ー
ト
と

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◇
実
施
期
間　
11
月
30
日
（
月
）
24

時
ま
で

●
お
問
い
合
わ
せ

　
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
管
理
事

務
所　
☎
0
5
5
―
39
―
2
3
3
0

全
国
一
斉
　
司
法
書
士
に
よ
る

養
育
費
電
話
相
談
会

◇
日
時　
8
月
2
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

◇
電
話
番
号　
0
1
2
0
―
5
6
7

―
3
0
1
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
☎
0
5
5
―
2
5
3
―
6
9
0
0

（ 6月 13、14日）
大法師スポーツ公園

優勝　富士川野球スポーツ少年団

7月24日〜26日に東京都で行われる関
東大会に出場します。

第34回　関東ブロックスポーツ少年団
交流野球大会県予選会

第34回　関東ブロックスポーツ少年団
交流野球大会県予選会

8月 1日（土）〜31日
（月）までの間、正午の定
時放送を町の歌に変更し
ます。
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南アルプス市甲西バイパス　身延町

フォレストモール

長澤農園

青柳町2丁目農園

くつま整形外科医院

町立第２保育所

新
た
に
就
農
し
た
農
家
子
弟
を
応
援
し
ま
す

農
家
子
弟
U
タ
ー
ン

就
農
推
進
事
業

対
象
者
募
集

　
県
の
農
業
を
代
表
す
る
果
樹
経
営

は
、
ゼ
ロ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
は
施

設
や
機
材
な
ど
の
初
期
投
資
が
大
き

く
な
る
こ
と
か
ら
、
経
営
基
盤
を
継

承
し
就
農
す
る
こ
と
が
で
き
る
農
家

子
弟
の
確
保
が
産
地
の
維
持
発
展
の

た
め
に
は
重
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、
県
外
か
ら
県
内
に
移
住

し
て
親
族
の
農
業
経
営
体
に
就
農

し
、
将
来
的
に
そ
の
経
営
体
を
継
承

す
る
意
向
の
あ
る
者
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
で
、
農
家
子
弟

の
就
農
を
促
進
し
ま
す
。

◇
対
象
者

　
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
者

1�

．
平
成
27
年
1
月
1
日
以
降
に
、

山
梨
県
外
か
ら
県
内
に
移
住
し

た
者

2�

．
親
族
（
三
親
等
以
内
の
者
）
が

経
営
す
る
農
業
経
営
体
に
就
農

し
た
者

3
．
就
農
時
に
55
歳
未
満
の
者

4�

．
就
農
し
た
農
業
経
営
体
で
の
農

業
従
事
日
数
が
、
年
間
1
5
0
日

か
つ
年
間
1
2
0
0
時
間
以
上

と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
者

5�

．
就
農
し
た
経
営
体
か
ら
給
与
の

支
払
い
が
行
わ
れ
る
者

6�

．
就
農
し
た
農
業
経
営
体
に
、
継

続
的
に
専
従
す
る
見
込
み
が
あ

り
、
将
来
的
に
当
該
経
営
体
を
継

承
す
る
意
思
が
あ
る
者

7�

．
青
年
就
農
給
付
金
を
受
給
し
な

い
者

◇
事
業
内
容

　

事
業
対
象
者
1
人
あ
た
り
年
間

1
5
0
万
円
を
交
付
し
ま
す
。
た
だ

し
、
同
一
の
事
業
対
象
者
へ
の
交
付

は
、
最
長
で
2
年
と
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
農
務
事
務
所

　
☎
0
5
5
―
2
4
0
―
4
1
1
6

　
農
政
部
担
い
手
対
策
室

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
6
2
1

　町では、町民の皆さんに野菜や花などの栽培を通して自然に触れ合っていただくために、市民農園の貸し
出しを行っています。自分で育てた野菜のおいしさは格別です。農作業を通して、土のにおいや作物を育て
る喜びを感じてみませんか。

募集場所：青柳町 2丁目農園（ 6区画）、長澤農園（ 2区画）

貸付期間：平成 27年 9月 1日〜平成 29年 3月 31日（延長可能）

1 区画（50㎡）賃料：年額 2,000 円（年度途中の場合は月割り残額）

対 象 者：町内在住の者または団体

申込方法：直接農業委員会までお申し込みください。

※先着順の受け付けとなります。
　‌�空き区画が無くなり次第、募集を終了します。区
画位置などの詳細はお問い合わせください。

●お問い合わせ
　農業委員会事務局（農林振興課内）
　☎22－7214

市民農園利用者募集
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毎
日
暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す

ね
。
こ
の
時
期
は
普
段
の
食
事
や
お

弁
当
作
り
の
際
な
ど
、
食
中
毒
が
気

に
な
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
実
は
夏
の

食
中
毒
の
患
者
数
は
冬
場
に
比
べ
て

少
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

気
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
細
菌
の
増
殖

が
活
発
に
な
る
た
め
細
菌
性
の
食
中

毒
が
発
生
し
や
す
く
、
重
症
に
な
り

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
抵
抗
力
の

弱
い
お
子
さ
ん
や
高
齢
者
の
方
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
今
回
は
食
中
毒
予
防
の
基

本
的
な
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

食
品
の
購
入

　
賞
味
期
限
を
確
認
し
、
新
鮮
な
も

の
を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。
購
入
し
た

肉
や
魚
介
類
は
、
汁
が
漏
れ
て
ほ
か

の
食
品
に
つ
か
な
い
よ
う
ビ
ニ
ー
ル

袋
に
入
れ
、
保
冷
剤
や
氷
と
一
緒
に

持
ち
帰
る
と
安
心
で
す
。
25
℃
前
後

は
菌
が
繁
殖
し
や
す
い
の
で
、
食
品

は
す
ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
冷
蔵
庫
は
10
℃
以
下
、

冷
凍
庫
は
-15
℃
以
下
に
維
持
さ
れ
て

い
る
か
を
定
期
的
に
確
認
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
詰
め
込
み
過
ぎ
は
、

冷
え
を
悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
の

で
、
常
に
7
割
程
度
に
収
ま
る
よ
う

に
買
い
物
の
量
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

下
準
備
・
調
理

　
調
理
前
に
は
せ
っ
け
ん
で
丁
寧
に

手
を
洗
い
ま
す
。
ま
た
、
調
理
道
具

に
菌
が
繁
殖
し
て
し
ま
う
危
険
性
が

あ
り
ま
す
の
で
、
使
用
後
は
す
ぐ
に

洗
剤
と
流
水
で
洗
い
、
し
っ
か
り
と

乾
燥
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
肉
や
魚
は
も

ち
ろ
ん
、
野
菜
な
ど
も
加
熱
し
て
食

べ
れ
ば
安
全
で
す
。
75
℃
で
1
分
以

上
加
熱
す
る
こ
と
が
目
安
で
す
。

食
事

　
手
を
洗
い
、
温
か
い
も
の
は
温
か

い
う
ち
に
、
冷
た
い
も
の
は
冷
た
い

う
ち
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
残
り
物
は

冷
蔵
保
存
し
、
加
熱
後
に
食
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
食
中
毒
を
予
防
し

て
、
楽
し
く
夏
を
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

今月の担当は
福祉保健課です。
☎ 22−7207

食
生
活
推
進
委
員
の

活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
富
士
川
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会
で
は
、減
塩
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て
、
学
習
会
や
教
室
の
実
施
、
地
区
へ
の
伝
達
活

動
、食
事
会
で
の
減
塩
食
の
提
供
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
学
習
会
で
は
、今
す
ぐ

実
践
で
き
る
減
塩
方
法
な
ど
を
、楽
し
く
勉
強
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、今
年
度

は
養
成
講
習
会
を
開
催
し
、一
緒
に
活
動
し
て
く
れ
る
会
員
さ
ん
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

食生活改善推進員養成講習会
　活動を通して、地域の方とのつながりもできま
す。ご自身やご家族、町民の健康のため、一緒に
活動しましょう !!

日時：�9月9日（水）、9月29日（火）、10月20
日（火）、11月10日（火）、12月1日（火）

　　　午前9時〜午後3時
場所：町民会館
対象：食生活改善推進員の活動に興味のある方。
　　　‌�なるべく5日間の講習会に参加でき、その

後、会員として活動できる方。
※�活動内容や講習会の詳細についてはお問い合わ
せください。

●申し込み・お問い合わせ
　福祉保健課　健康増進担当　☎22−7207

ソース
ソースは野菜・果実・酢・スパ
イスから作られており、塩分少
なめです

ケチャップ
トマトにはうまみ成分が多いので、
トマトを凝縮しうま味たっぷりのケ
チャップは塩分少なめです

白みそ
甘みがあり、香りもよく、口当たり
が良い白みそは麦みそなどと比べる
と塩分は少ないです

塩
分
量
の

少
な
い
調
味
料
っ
て
？

今月は秋山保健師です

夏
の食中

毒
に
注
意

減塩学習の内容を
ちょこっと

平成 27. 8 月号　No.65（12）



　「
法
治
国
家
で
あ
る
の
に
、法
律
を

決
め
る
の
は
男
性
ば
か
り
で
よ
い
の

か
？
」「
女
性
の
政
治
参
加
率
が
ほ
か

の
国
よ
り
日
本
は
低
い
」

　
こ
れ
は
、
県
女
性
団
体
協
議
会
の

記
念
講
演
で
、小
宮
山
洋
子
さ
ん（
元

厚
生
労
働
大
臣
・
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
）
が
話
さ
れ
た
こ
と
で
す
。

　
確
か
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
る
と
お
り

だ
と
納
得
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
我
が
町
に
は
現
在
16
人
町
議
会
議

員
が
い
ま
す
が
、
う
ち
3
人
が
女
性

で
す
。
女
性
3
人
と
い
う
の
は
県
内

市
町
村
で
は
最
多
で
、
本
町
以
外
で

は
、
甲
府
市
・
北
杜
市
・
甲
斐
市
・

笛
吹
市
の
4
市
で
す
。
割
合
か
ら
す

れ
ば
、
町
が
20
％
弱
で
一
番
高
い
と

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
わ
ず
か

3
人
な
の
に
…
。

　
も
っ
と
低
い
の
は
県
議
会
議
員
で

す
。前
回
は
3
人
い
た
女
性
議
員
が
、

今
回
は
1
人
に
な
っ
て
し
ま
い
、

3
％
弱
で
す
。（
38
人
中
1
人
）

　
国
会
議
員
に
お
い
て
は
、
女
性
議

員
の
占
め
る
割
合
は
、
衆
議
院
8
・

1
％
、
参
議
院
16
・
1
％
と
の
こ
と

で
す
。（
平
成
25
年
12
月
）

　

国
際
的
に
見
る
と
、「
男
女
平
等

（
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
ギ
ャ
ッ
プ
）
指
数

（
2
0
1
4
年
）」の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、

1
4
2
ヵ
国
中
1
0
4
位
で
す
。
こ

の
指
数
は
、
経
済
・
教
育
・
政
治
お

よ
び
保
健
分
野
の
デ
ー
タ
か
ら
作
成

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
政
治
へ

の
関
与
が
特
に
低
い
こ
と
が
順
位
を

下
げ
て
い
る
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
「
女
性
が
輝

く
社
会
」
に
向
け
た
男
女
共
同
参
画

の
実
現
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
と
言
わ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
。

　
そ
こ
で
提
案
で
す
。
一
番
身
近
な

自
治
会
役
員
に
女
性
を
登
用
す
る
と

い
う
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？　

難
し
い
で
し
ょ
う
が
…
。
ま
ず
、
女

性
自
身
が
な
り
た
が
ら
な
い
。
中
で

も
、一
番
の
ネ
ッ
ク
は
、意
志
決
定
が

「
男
性
、
年
長
者
」と
い
う
伝
統
的
な

価
値
観
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

組
の
年
長
順
に
、
あ
る
い
は
組
長
会

長
が
区
会
議
員
に
、
と
い
う
よ
う
に

下
か
ら
上
の
役
に
、
と
決
ま
っ
て
い

る
も
の
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ
へ
突

然
女
性
が
入
れ
る
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
の
辺
り
か
ら
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
女
性
が
役
員

に
な
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
男
性
目
線
か
ら

発
想
の
転
換
が
生
ま
れ
、
活
力
あ
る

地
域
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
暮
ら
し

や
す
い
元
気
な
地
域
社
会
を
つ
く
る

た
め
、一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

［6月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

多言語表記観光パンフレット作成業務委託 鰍 沢 1,150,000 ㈱ サ ン ニ チ 印 刷

実施設計に伴う現況平面図作成業務委託 富 士 川 町 3,750,000 三 和 航 測 ㈱

富士川町汚水処理施設整備構想策定業務委託 富 士 川 町 4,300,000 オリジナル設計㈱

中部簡水県道十谷・鬼島線配水管切り替え工事実施設計業務委託 鰍 沢 1,850,000 オリジナル設計㈱

公共下水道管渠実施設計業務委託（その 2 ） 大 久 保 8,800,000 ㈱ケイコンサルタント

鰍沢第 10 地区　1 年目工程業務委託 鰍 沢 10,500,000 ㈱甲斐コンサルタント

町道青柳 10 号線道路測量設計業務委託 青 柳 町 4,800,000 ㈱ 川 口 測 量 設 計

町道天戸線測量設計業務委託 鰍 沢 2,620,000 ㈲グローバルエンジニア

増穂小学校給食室耐震補強工事 最 勝 寺 5,520,000 源 工 業 ㈱

町民会館ＡＢ会議室ブラインド設置工事 青 柳 町 440,000 石 川 内 装

増穂小学校電気設備改修工事 最 勝 寺 4,240,000 ㈲ 三 栄 電 設

増穂中学校電気設備改修工事 天 神 中 條 4,450,000 ㈲ 深 沢 電 器 商 会

小林汚水枝線 30 − 27 − 1 号管布設工事 𣇃 米 24,800,000 ㈲ 井 上 興 業

町有地造成工事 鳥 屋 2,890,000 ㈱ 甲 州 土 木

町道新道線防護柵改修工事 鰍 沢 1,690,000 栄 建 設 工 業 ㈱

本町地区簡易水道石綿セメント管布設替工事（27 − 1） 鰍 沢 4,640,000 ㈲ 石 井 住 宅 設 備

増穂小学校空調設備設置工事 最 勝 寺 3,995,000 ㈲ 井 上 設 備 工 業

町道𣇃米 9 号線配水管布設替工事 𣇃 米 2,100,000 ㈱ 大 久 保 管 工

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

地域づくりに
女性の登用を !!

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

【
共
催
事
業
】

ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ
ア

夏
休
み
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時　
8
月
16
日
（
日
）
午
後
4

時
開
演

◇
入
場
料　
一
階
ロ
ビ
ー・自
由
席
、

高
校
生
以
上
3
0
0
円
、
小
中
学
生

1
0
0
円

◇
出
演　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア
、
指
揮
：
依
田
浩
、
ピ
ア
ノ
：
雨

宮
由
佳
、
ソ
プ
ラ
ノ
：
水
上
理
江
、

ゲ
ス
ト
：
市
川
志
寿
子（
マ
リ
ン
バ
）

※
入
場
料
は
東
北
復
興
支
援
金
と
し

て
寄
付
い
た
し
ま
す
。

◇
主
催　
ま
す
ほ
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ワ
イ

ア

親
子
で
楽
し
む

は
ー
と
ふ
る
コ
ン
サ
ー
ト

　

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
O
K
！　

ク
ラ

シ
ッ
ク
の
名
曲
か
ら
テ
レ
ビ
・
ア
ニ

メ
で
お
な
じ
み
の
曲
ま
で
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
あ
っ
て
楽
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
す
。

　
育
児
に
忙
し
い
マ
マ
・
パ
パ
も
気

分
転
換
に
ど
う
ぞ

◇
日
時　
8
月
23
日
（
日
）
午
後
2

時
（
自
由
席
・
無
料
入
場
整
理
券
）

大
人
の
た
め
の
人
形
劇

井
上
ひ
さ
し
原
作

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」

人
形
劇
団
む
す
び
座
公
演

　
結
婚
を
あ
き
ら
め
た
被
爆
者
の
娘

に
恋
を
さ
せ
る
た
め
、
亡
き
父
が
あ

の
世
か
ら
手
助
け
に
現
れ
る
笑
い
と

涙
の
喜
劇
。

◇
日
時　
8
月
29
日
（
土
）
午
後
7

時
開
演

◇
入
場
料　

自
由
席
2
，0
0
0
円

（
限
定
1
5
0
席
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

　
藤
原
真
理

セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
と

チ
ェ
ロ
の
調
べ

©
A

tsuya Iwashita
　
宮
沢
賢
治
の
音
楽
に
造
詣
の
深
い

チ
ェ
リ
ス
ト
藤
原
真
理
が
、
魅
力
的

な
粒
ぞ
ろ
い
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
小
品

と
、
賢
治
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
世
界

を
お
届
け
し
ま
す
。

◇
日
時　
9
月
26
日
（
土
）
午
後
3

時
開
演

◇
入
場
料　

全
席
指
定
2
，0
0
0

円
（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
1
，

8
0
0
円
、中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

※
未
就
学
児
は
入
場
で
き
ま
せ
ん

【
募
集
情
報
】

ラ
イ
ブ
参
加
バ
ン
ド
募
集
！

「BAND FES 2015

」

　
9
月
20
日
（
日
）
12
時
30
分
（
予

定
）
に
開
催
す
る
ラ
イ
ブ
ス
テ
ー
ジ

に
出
場
で
き
る
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド

を
募
集
し
ま
す
。

◇
条
件　
9
月
19
日
リ
ハ
ー
サ
ル
20

日
本
番
の
2
日
間
参
加
で
き
る
バ
ン

ド
。
チ
ケ
ッ
ト
（
1
枚
5
0
0
円
）

1
組
に
つ
き
15
枚
買
い
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

◇
参
加
料　
一
人
3
，0
0
0
円（
高

校
生
以
下
1
，0
0
0
円
）

※
事
前
に
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

2
0
1
5
街
角
の
音
楽
会

出
場
者
募
集
の
お
知
ら
せ

◇
日
時　
10
月
24
日
（
土
）
午
前
10

時
（
予
定
）

◇
条
件　
町
内
に
在
住
、
通
勤
ま
た

は
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
。

◇
申
し
込
み　
所
定
の
用
紙
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。（
未
成
年
者
は
、

保
護
者
ま
た
は
成
人
付
添
者
が
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
参
加
無
料
。）

◇
締
め
切
り　
9
月
27
日
（
日
）
午

後
5
時
ま
で

◇
演
奏　
一
組
10
分
（
セ
ッ
ト
、
入

退
場
含
む
）舞
台
リ
ハ
ー
サ
ル
あ
り
。

※
原
則
、
生
演
奏
の
音
楽
会
で
す
。

秋
の
庭
園
イ
ベ
ン
ト
・
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
募
集
！

◇
日
時　
10
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
午
後
2
時

◇
出
店
対
象

・
一
般
フ
リ
マ
（
芝
生
広
場
）

・
フ
ー
ド
（
駐
車
場
指
定
区
画
）

◇
出
店
料　
1
店
1
，0
0
0
円（
3

m
×
3
m
）
※
露
店
商
は
除
き
ま
す

◇
申
込
方
法　
所
定
の
用
紙
で
提
出

◇
締
め
切
り　
一
般
フ
リ
マ
10
月
10

日
必
着
、フ
ー
ド
10
月
4
日
必
着（
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

［
同
時
開
催
］

　「
キ
ッ
ズ
フ
ェ
ア
ま
ほ
ら
の
森

2
0
1
5
」
〜
森
か
ら
の
贈
り
物
〜

　
文
化
ホ
ー
ル
庭
園
で
、
フ
リ
マ
の

出
店
や
町
民
有
志
に
よ
る
「
森
か
ら

の
贈
り
物
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
共
催

企
画
・
プ
レ
イ
パ
ー
ク
を
開
催
し
ま

す
。
入
場

は
無
料
。

フ
ー
ド
コ

ー
ナ
ー
や

好
評
の
大

道
芸
な
ど

も
あ
り
ま

す
。
お
楽

し
み
に
。

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

▲昨年の様子
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【
短　

歌
】

竹
藪
も
樹
木
も
伐
ら
れ
山
肌
は
裸
と
な
り
て
電
気
柵
光
る

	

保
坂　

公
恵

居
な
が
ら
に
買
い
物
出
来
る
を
楽
し
み
に
カ
タ
ロ
グ
繰
り
て
選
び
て
ゐ
た
り

	

戸
田
き
よ
子

住
む
人
の
絶
え
て
久
し
き
庭
先
の
ガ
ク
ア
ヂ
サ
イ
は
い
ま
花
の
と
き

	

遠
藤　

千
鶴

【
俳　

句
】

穂
麦
風
北
へ
と
続
く
塩
の
道	

吉
武
み
ど
り

医
者
の
顔
み
つ
め
て
ゐ
る
や
五
月
闇	

内
藤
浜
二
郎

く
ち
な
し
の
風
の
向
ふ
青
き
空	

渡
辺　

春
江

【
川　

柳
】

合
併
の
町
が
一
体
化
で
伸
び
る	

井
上
信
太
朗

ふ
る
里
を
訪
え
ば
聞
こ
え
る
童
歌	

河
住
ふ
さ
子

次
世
代
に
託
す
日
本
の
安
保
法	

望
月
美
代
子

〜地域の人と関わり
安心・安全を守る〜

青沼　拓
たく

見
み
さん（青柳町）

　今年度町消防団第4分団に入団された青沼さんにお話を伺いました。

■お仕事は何をしていますか？
　テルモ株式会社に勤務しています。

■消防団に入団したきっかけは？
　第4分団の団員の方に誘われて入団しました。

■入団する前と入団してから変わったことはありますか？
　活動することが少ないイメージがありましたが、火事や災害の時だけでは
なく、訓練や点検など活動することが思ったよりも多く大変だなと感じまし
た。

■入団してよかったことはありますか？
　まだ富士川町に引っ越してきて数カ月なので、町の方々との交流が浅くな
じめていない状態でしたが、消防団に入団したことによって、たくさんの人
たちと関わりを持つことができたのでとてもよかったです。
　これから、町の方々とも交流を深めていけたらいいなと考えています。
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住民の安全・安心の確保
　6月 12日（金）、
十谷へリポート竣工
式が行われました。
当日はあいにくの天
候でしたが、山間地
域の防災拠点の完成
を出席者で祝い、望
月五開区長が謝辞を
述べました。

環境美化活動
町建設安全協議会

　6月 20日（日）、建
設安全協議会の会員に
よる環境美化活動が行
われました。

交通死亡事故抑止
1000日達成

ウォーキングで名所旧跡めぐり
小室山妙法寺

たなばた飾りでふれあい

第35回総会・懇親会
首都圏増穂・鰍沢会

願い事が叶いますように
ぴよぴよクラブ

　6 月 14 日に、町
内の交通死亡事故ゼ
ロ連続 1000 日を達
成したため、6月 16
日（火）、佐藤県リニ
ア交通局長より感謝
状が贈られました。

　6 月 27 日から 7
月5日まであじさい
祭りが行われまし
た。6月 28日（日）
に は、 ゆ ず の 里
ウォーキングが開催
され、参加者は歩き
ながら、あじさいが
咲く穂積の里を楽し
みました。

　第 1、3、4、5保
育所では、おじい
ちゃんおばあちゃん
とのふれあい参観を
行いました。子ども
たちと一緒に短冊に
願い事を書き、笹竹
に飾り付けました。

　7月 12日（日）、
首都圏増穂・鰍沢会
では、東京都内のホ
テルにおいて総会・
懇親会を開催しまし
た。名称を「首都圏
富士川会」に変更す
ることが承認され、
出席者全員で「町の
歌」を合唱しました。

　ぴよぴよクラブで
は、たなばた飾りを
親子で作りました。
　シールを貼ったり
色をぬった飾りや、
願い事を書いた短冊
を笹竹に飾り付け、
うれしそうに持ち帰
りました。

◀
青
柳
横
通
り
線
（
増
穂
支
部
）

◀
町
道
北
新
町
1
号
線（
鰍
沢
支
部
）

◀
7
月
6
日
（
月
）
第
5
保
育
所
の
様
子

◀
7
月
6
日
（
月
）
の
ぴ
よ
ぴ
よ
ク
ラ
ブ

（
ひ
よ
こ
）
の
様
子
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がんばれ !!
ヴァンフォーレ甲府 !!

◆8月のホームタウンゲーム
　・8月12日（水）19：00
　　　　　VS　FC東京
　・8月22日（土）18：00
　　　　　VS　ヴィッセル神戸

ユネスコ憲章（前文より抜粋）
　戦争は人の心の中で生まれるものであるから、人の心の
中に平和のとりでを築かなければならない。

平和活動に貢献した人々の本などをご紹介

お詫びと訂正
　広報 7月号 10 ページにある「河川水質検査結
果報告」につきまして、「戸川下流、戸川・畔沢
川合流点下流、大柳川下流の大腸菌群数が基準値
を上回りました」とありますが、実際は上回って
いませんでした。訂正し、お詫び申し上げます。

・マザーテレサ
『マザーテレサあふれる愛』など多数
・マーティン・ルーサー・キング
『黒人の進む道』など
・マハトマ・ガンディー
『ガンディーの言葉』など
・アンネ・フランク
『アンネの日記』『アンネの木』など
・ネルソン・マンデラ
『ネルソン・マンデラ未来を変える言葉』
・阿

あ

波
は

根
ごん

昌
しょう

鴻
こう

（日本の平和運動家）
『命こそ宝－沖縄帆船の心』
・永井隆
『この子を残して』など

おはなし会 〜戦争と平和を考える〜

　8月 8日（土）11時〜（小中学生対象）

※アンネ・フランクなどの資料展示をします

戦後70年

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金 10 万円　志村智春様（鰍沢北）
　「亡母　 子様のご遺志により町の振興のために」
一金 10 万円　大森毅様（最勝寺）
　「亡父　満哉様のご遺志により町の振興のために」
一金 3 万円　県職員富士川会
　「町の振興のために」

戸籍の窓
自 6 月 1 日　至 6 月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	大　久　保	 市川　陽翔	（はると）	 男	 剛　士
	小　　　林	 今津　夏帆	（か　ほ）	 女	 祐　一
	長　　　 	 遠藤　耀斗	（あきと）	 男	 郁　弥
	 〃	 小池翔太郎	（しょうたろう）	 男	 大　作
	 〃	 深 　悠真	（ゆうま）	 男	 暁
	青　柳　町	 望月　千寿	（ち　ず）	 女	 良　樹

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 千野　裕司	 幸	 （ 保 坂 ）
	長　　　 	 大堀　　力	 翼	 （ 尾 形 ）
	鰍　沢　南	 飯田　拓也	 輝　世	 （ 村 松 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 依田日出子	 87	 幹　　男
	天 神 中 條	 名執　信之	 79	 信
	大　久　保	 杉田　龍子	 63	 光　　秀
	青　柳　町	 浅利　義雄	 88	 栄　　文
	 〃	 小林　秋男	 83	 京　　子
	鰍　沢　南	 中込　　璋	 81	 文　　子
	 〃	 髙野　　勇	 83	 徳　　仁
	五　　　開	 堀口　 雄	 87	 妙　　子

ひとのうごき（ 7 月 1 日現在）

人　口	 15,989 人	 （− 15）
　男	 7,753 人	 （−   6）
　女	 8,236 人	 （−   9）
世帯数	 6,302 戸	 （−   3）	 ※ (　) 内は対前月比

〜平
和への祈り、新たに〜
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4 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

長澤　佑
ゆう

樹
き

くん　6歳（天神中條）
　幼稚園の「花の日」でお花をとどけに警察署に行きました。そのお礼にパトカーにのせても
らったところを描きました。パトカーがとてもカッコよかったです。

依田　悠
ゆう
佑
すけ

くん
（平成 26年 4月生まれ・小林）
父　豪さん・母　綾子さん

松澤　統
とう
真
ま

くん
（平成 26年 5月生まれ・長澤）
父　隼人さん・母　若菜さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

　食べることが大好きで、元
気いっぱい !!　いつも笑顔で
優しい子に育って欲しいです。

　いたずら好きで、目が離せ
ませんが、毎日楽しませても
らってます !!

菅　　美
み
織
おり

ちゃん
（平成 26年 9月生まれ・青柳町）
父　洋一郎さん・母　奈美さん

　いっぱい食べて大きくなっ
てね！　いろんなところに
行って一緒に遊ぼうね♪

編
集
・
発
行
　
山
梨
県
南
巨
摩
郡
富
士
川
町
役
場
／
企
画
課

〒
400−

0592　
電
話
（
0556）

22−7216


